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	令和８年度
	話す！つながる！動き出す！！
	なは市民協働大学
	災害に強いまちをつくろう －求む！未来の防災リーダー
	応募条件
	1.
	2.
	3.
	第１６期生 募集締切日
	2026年 6月19日(金)
	無料
	なは市民活動支援センター
	協働を実践する



	なは市民協働大学とは？
	　なは市民協働大学は、よりよい暮らしの実現のため、 地域づくりへの参加
	のきっかけとなることを目的とした講座です。 　 令和８年度は、『災害に強いまちをつくろう！‐求む！未来の防災リーダー』をテーマに防災について、座学や現場体験を通じて学び、自分自身の強みを活かした、那覇市での暮らしをもっと面白くするためのアイディアをブレーンストーミングの中で探求しましょう！

	那覇市の協働を学ぶ
	つのステップ！！
	＼STEP１／
	話す！
	那覇市の地域の取り組みについて、気になることを話したり、質問してみよう！
	＼STEP２／

	つながる！
	座学やブレーンストーミング、ワークショップを通じて受講生同士でつながろう！
	＼STEP３／

	動き出す！
	全講座での学びや受講生同士のつながりを活かして、地域づくりの一歩へと動き出そう！


	講師及び内容紹介
	FC琉球（面白法人カヤック）宮瀬 忍 氏 第１回講座、第６回講座
	なは市民協働大学で 一緒に学びましょう！
	独自のカードゲームを使って楽しくアイディアを出しながら、自然と参加者同士が仲良くなる！前回、大好評だった講座が今年も初回講座にやってきます。
	沖縄県知事公室消防防災対策課（照屋　雅浩氏） 陸上自衛隊第１５旅団第５１普通科連隊（小田 雅宏氏） 第２回講座
	いつもの通勤路・通学路には、防災のヒントがたくさん！ まち歩きを通じて作った防災マ
	沖縄県で起こりうる大規模災害の被害想定を知り、その想定に対してどのような取組みをしているのか？ 沖縄県と陸上自衛隊第15旅団が各自治体と行っている防災訓練をはじめ、実際にあった災害派遣での経験ついてお話しいただきます。
	ップ完成までの道のりをはじめ、地域で取り組む防災について学びます。

	那覇市防災危機管理課(仲宗根 守章 氏)、 那覇市消防局総務課企画広報係（源河 北斗 氏） 第３回講座
	那覇市の防災の取り組みをはじめ消防団や防災士についてや、最新システムを導入した情報指令室の見学まで！今、那覇市でホットな防災情報についてお話いただきます。

	那覇市観光課(與那覇 博訓 氏) 第４回講座
	観光客の防災について皆さんは考えたことがりますか？ 沖縄の玄関口である那覇市だからこそ知っておきたい観光視点からの防災について触れてみましょう！
	なは市民協働大学院をきっかけに繋がったメンバーが手掛ける中心市街地防災マップを知っていますか？ 完成までの山あり谷ありの珍道中物語について伺います！
	一年の多くをキャンプで過ごす講師から学ぶ、趣味が防災に繋がってお仕事にもなったこれまでの経緯についてもお話いただきます。

	牧志３丁目自治会（矢野 弘子 氏　他） 第４回講座
	ななほしてんとうむし会（知念 日和 氏　他） 第４回講座
	災害プラットフォームおきなわ（宮平 未来 氏） 第５回講座


	講座プログラム
	募集期間
	第0回
	第1回
	5月29日(金)
	概要説明会
	学長　知念 覚（那覇市長）
	那覇市まちづくり協働推進課


	7月11日(土)
	開講式・ブレスト体験
	FC琉球（面白法人カヤック）/宮瀬 忍 氏
	知る（座学）
	アイディア
	発表


	第２回
	第３回
	第４回
	第５回
	第６回
	最終回
	7月30日(木)
	沖縄における防災に関する取組み
	前半_沖縄県知事公室消防防災対策課/照屋 雅浩 氏 後半_陸上自衛隊第１５旅団第５１普通科連隊/小田 雅宏 氏

	8月20日(木)
	那覇市における防災に関する取組み
	前半_那覇市防災危機管理課/仲宗根 守章 氏 後半_那覇市消防局/源河 北斗 氏

	地域での防災に関する取組み①
	9月17日(木)
	10月16日(金)
	地域での防災に関する取組み②
	災害プラットフォームおきなわ（DMPO）/宮平 未来 氏
	避難所運営体験（場所：なは市民協働プラザ２階）

	11月5日(木)
	ブレスト会議
	FC琉球（面白法人カヤック）/宮瀬 忍 氏

	11月21日(土)
	修了式・成果発表
	修了要件
	第１回講座～第６回講座の7割出席および最終成果レポートの提出


	受講申込書
	基本情報
	ふりがな
	氏名
	ご所属(あれば)
	住所

	受講にあたり希望するサービス
	電話番号
	メールアドレス

	生年月日
	性別
	男性・女性

	本講座を知ったきっかけ

	補足情報
	自己PR（趣味、得意なことなど）

	保護者同意について
	ふりがな
	保護者氏名
	緊急連絡先
	ー　　　　ー
	ご住所

	申込先
	オンライン
	での申し込みは コチラから→→→



